
(57)【要約】

【課題】被検体内情報の取得が十分可能な速度で被検体

内を移動するカプセル型内視鏡等の被検体内導入装置を

実現する。

【解決手段】カプセル型内視鏡の内部に、吸引動作発生

部２０と、吸引動作発生部２０の作用によって形状が変

動する軟性チューブ部材３４とを備える。吸引動作発生

部２０は、回転軸３５に対して偏心した状態で配置され

たカム部材３６と、カム部材３６に回転トルクを供給す

る駆動機構３７とを有し、カム部材３６が回転動作に伴

って軟性チューブ部材３４は蠕動運動を行うよう形状が

変動する。軟性チューブ部材３４の両端は外装ケース部

材３１に形成された吸引側開口部３２および排出側開口

部３３と接続され、蠕動運動にともなって外部流体が吸

引側開口部３２を介して吸引されることによって、カプ

セル型内視鏡は通過経路の内壁に吸着し、移動速度が低

下する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 被 検 体 の 内 部 に お い て 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 導 入 装 置
で あ っ て 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 内 の 通 過 経 路 の 内 壁 に 対 し て 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る 吸 着 機 構 と 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 お よ び 前 記 吸 着 機 構 を 内 蔵 す る 外 装 ケ ー ス 部 材 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 被 検 体 内 導 入 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 装 ケ ー ス 部 材 は 、 一 部 領 域 上 に 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 吸 着 機 構 は 、 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し て 前 記 吸 引 側 開 口 部 近 傍 に 位 置 す る 外 部 流 体
を 吸 引 す る こ と に よ っ て 、 当 該 当 該 被 検 体 内 導 入 装 置 を 吸 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 外 装 ケ ー ス 部 材 は 、 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ た 領 域 と 別 の 領 域 に 排 出 側 開 口 部 が 形
成 さ れ 、
　 前 記 吸 着 機 構 は 、
　 前 記 吸 引 側 開 口 部 と 前 記 排 出 側 開 口 部 と を 接 続 す る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 と 、
　 前 記 外 部 流 体 が 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し て 吸 引 さ れ 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 を 経 由 し て
前 記 排 出 側 開 口 部 か ら 排 出 さ れ る よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ せ る 吸 引 動 作
発 生 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 引 動 作 発 生 手 段 は 、
　 所 定 の 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 該 回 転 動 作 に よ っ て 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ が 蠕 動 運 動 す る よ う 前
記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ せ る カ ム 部 材 と 、
　 前 記 カ ム 部 材 に 回 転 ト ル ク を 供 給 す る 駆 動 機 構 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 は 、 前 記 吸 引 側 開 口 部 近 傍 お よ び 前 記 排 出 側 開 口 部 近 傍 に そ れ ぞ
れ 逆 止 弁 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 吸 引 動 作 発 生 手 段 は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 中 空 領 域 で あ っ て 、 前 記
逆 止 弁 間 の 領 域 の 容 積 が 増 減 す る よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ の 形 状 を 変 動 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 中 空 領 域 の 前 記 吸 引 側 開 口 部 近 傍 に お け る 前 記 流 体 の 圧 力 を 検 出
す る 圧 力 検 出 手 段 と 、
　 前 記 圧 力 検 出 手 段 の 検 出 結 果 が 所 定 値 に 維 持 さ れ る よ う 、 前 記 吸 引 動 作 発 生 手 段 の 駆 動
状 態 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 該 被 検 体 内 を 移 動 し つ つ 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 導 入 装
置 で あ っ て 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 を 内 蔵 し 、 一 部 領 域 上 に 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 他 の 領 域
上 に 排 出 側 開 口 部 が 形 成 さ れ た 外 装 ケ ー ス 部 材 と 、
　 前 記 吸 引 側 開 口 部 と 前 記 排 出 側 開 口 部 と を 接 続 す る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 と 、
　 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 外 部 流 体 を 前 記 吸 引 側 開
口 部 を 介 し て 吸 引 す る と 共 に 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 を 経 由 し て 前 記 排 出 側 開 口 部 か ら 排 出
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し 、 吸 引 動 作 お よ び 排 出 動 作 の 反 作 用 力 に よ っ て 当 該 被 検 体 内 導 入 装 置 の 位 置 ま た は 指 向
方 向 の 少 な く と も 一 方 を 変 化 さ せ る 変 位 動 作 発 生 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 被 検 体 内 導 入 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 該 被 検 体 内 を 移 動 し つ つ 被 検 体 内 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 被 検 体
内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 を 送 信 す る 被 検 体 内 導 入 装 置 と 、 受 信 ア ン テ ナ を 介 し て 前 記 被 検 体
内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 す る 外 部 装 置 と を 備 え た 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム
で あ っ て 、
　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 を 送 信 す る 無 線 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 お よ び 前 記 無 線 手 段 を 内 蔵 す る 外 装 ケ ー ス 部 材 と 、
　 前 記 被 検 体 内 の 通 過 経 路 の 内 壁 に 対 し て 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る 吸 着 機 構 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 外 部 装 置 は 、
　 受 信 ア ン テ ナ を 介 し て 受 信 し た 無 線 信 号 の 受 信 処 理 を 行 う 受 信 回 路 と 、
　 前 記 受 信 回 路 か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 所 定 の 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 被 検 体 内 情 報 を 抽 出
す る 信 号 処 理 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、
　 前 記 外 装 ケ ー ス 部 材 上 の 一 部 領 域 に 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 他 の 領 域 に 排 出 側
開 口 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 吸 引 側 開 口 部 と 前 記 排 出 側 開 口 部 と を 接 続 す る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 と 、
　 前 記 外 部 流 体 が 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し て 吸 引 さ れ 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 を 経 由 し て
前 記 排 出 側 開 口 部 か ら 排 出 さ れ る よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ せ る 吸 引 動 作
発 生 手 段 と 、
　 所 定 の 制 御 信 号 に よ っ て 定 ま る 値 と な る よ う 前 記 吸 引 動 作 発 生 手 段 の 駆 動 状 態 を 制 御 す
る 制 御 手 段 と 、
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 外 部 装 置 は 、
　 前 記 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 制 御 信 号 を 無 線 送 信 す る 送 信 手 段 と 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、
　 前 記 送 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
　 前 記 受 信 手 段 に よ っ て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 か ら 制 御 信 号 を 抽 出 す る 信 号 処 理 手 段 と 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 制 御 手 段 に お い て 、 前 記 制 御 信 号 に 基 づ く 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に
記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 該 被 検 体 内 を 移 動 す る 被 検 体 内 導 入 装 置 お よ び 被 検 体
内 導 入 装 置 を 用 い た 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 の 分 野 に お い て は 、 飲 込 み 型 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の
カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に は 、 撮 像 機 能 と 無 線 通 信 機 能 と が 設 け ら れ て い る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
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は 、 観 察 （ 検 査 ） の た め に 被 検 体 の 口 か ら 飲 込 ま れ た 後 、 自 然 排 出 さ れ る ま で の 間 、 体 腔
内 、 例 え ば 胃 、 小 腸 な ど の 臓 器 の 内 部 を そ の 蠕 動 運 動 に 従 っ て 移 動 し 、 移 動 に 伴 い 、 例 え
ば ０ ． ５ 秒 間 隔 で 被 検 体 内 画 像 の 撮 像 を 行 う 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 体 腔 内 を 移 動 す る 間 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に よ っ て 体 内 で 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 順 次
無 線 通 信 に よ り 外 部 に 送 信 さ れ 、 外 部 に 設 け ら れ た メ モ リ に 蓄 積 さ れ る 。 無 線 通 信 機 能 と
メ モ リ 機 能 と を 備 え た 受 信 機 を 携 帯 す る こ と に よ り 、 被 検 体 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 飲 み
込 ん だ 後 、 排 出 さ れ る ま で の 間 に 渡 っ て 、 自 由 に 行 動 で き る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 排 出 さ
れ た 後 、 医 者 も し く は 看 護 士 に お い て は 、 メ モ リ に 蓄 積 さ れ た 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 臓 器
の 画 像 を デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ せ て 診 断 を 行 う こ と が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。
） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ １ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 食 道 等 の よ う に カ プ セ ル 型 内 視
鏡 の 通 過 速 度 の 高 い 領 域 で は 被 検 体 内 画 像 等 の 被 検 体 内 情 報 を 充 分 に 取 得 す る こ と が で き
な い と 言 う 課 題 が あ る 。 か か る 課 題 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 被 検 体 が 直 立 し た 状 態 を 維 持 す る 場 合 に は 、 食 道 は 鉛 直 方 向 に 延 伸 し た 状 態 で 口
腔 と 胃 と を 接 続 し て お り 、 被 検 体 に 導 入 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 口 腔 を 通 過 後 に 自 由
落 下 と 同 様 の 状 態 で 胃 ま で 到 達 す る こ と と な る 。 食 道 の 全 長 が ３ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ る こ と に
鑑 み る と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は １ 秒 程 度 で 食 道 を 通 過 す る こ と と な り 、 上 記 の よ う に ０ ．
５ 秒 間 隔 程 度 の 撮 像 レ ー ト で は 、 充 分 な 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る こ と は 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 例 え ば カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 被 検 体 内 画 像 を 撮 像 す る 機 能 を 有 す る 場 合 、
撮 像 レ ー ト を 向 上 さ せ る こ と に よ っ て 充 分 な 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る こ と も 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 か か る 構 成 を 採 用 し た 場 合 に は 、 高 速 動 作 に 伴 う 消 費 電 力 の 増 加 等 の 新 た
な 問 題 が 生 じ る こ と か ら 、 少 な く と も 現 時 点 に お い て は 撮 像 レ ー ト を 向 上 さ せ る こ と は 好
ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 食 道 等 の 領 域 に お い て も 許 容 し う る 程 度 の 速 度 で 移 動 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡
が 必 要 と な る が 、 か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 少 な く と も 公 知 技 術 の 範 囲 で は 未 だ 提 案 さ
れ て い な い の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 被 検 体 内 情 報 の 取 得 が 十 分 可 能 な 速 度
で 被 検 体 内 を 移 動 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 等 の 被 検 体 内 導 入 装 置 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は
、 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 被 検 体 の 内 部 に お い て 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 導 入 装 置
で あ っ て 、 前 記 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 と 、 前 記 被 検 体 内 の 通 過 経
路 の 内 壁 に 対 し て 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る 吸 着 機 構 と 、 前 記 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 お よ び 前
記 吸 着 機 構 を 内 蔵 す る 外 装 ケ ー ス 部 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る 吸 着 機 構 を 備 え る こ と と し た た め
、 通 過 経 路 の 内 壁 に 対 し て 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る こ と に よ っ て 、 被 検 体 内 に お け る 被 検 体
内 導 入 装 置 の 移 動 速 度 を 低 下 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 外 装 ケ ー ス 部
材 は 、 一 部 領 域 上 に 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 吸 着 機 構 は 、 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し
て 前 記 吸 引 側 開 口 部 近 傍 に 位 置 す る 外 部 流 体 を 吸 引 す る こ と に よ っ て 、 当 該 当 該 被 検 体 内
導 入 装 置 を 吸 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 外 装 ケ ー ス 部
材 は 、 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ た 領 域 と 別 の 領 域 に 排 出 側 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 吸 着 機
構 は 、 前 記 吸 引 側 開 口 部 と 前 記 排 出 側 開 口 部 と を 接 続 す る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 と 、 前 記 外 部
流 体 が 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し て 吸 引 さ れ 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 を 経 由 し て 前 記 排 出 側
開 口 部 か ら 排 出 さ れ る よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ せ る 吸 引 動 作 発 生 手 段 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 吸 引 動 作 発 生
手 段 は 、 所 定 の 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 該 回 転 動 作 に よ っ て 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ が 蠕 動 運 動 す る
よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ せ る カ ム 部 材 と 、 前 記 カ ム 部 材 に 回 転 ト ル ク を
供 給 す る 駆 動 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ
部 材 は 、 前 記 吸 引 側 開 口 部 近 傍 お よ び 前 記 排 出 側 開 口 部 近 傍 に そ れ ぞ れ 逆 止 弁 が 形 成 さ れ
、 前 記 吸 引 動 作 発 生 手 段 は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 中 空 領 域 で あ っ て 、 前 記
逆 止 弁 間 の 領 域 の 容 積 が 増 減 す る よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ の 形 状 を 変 動 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ
部 材 中 空 領 域 の 前 記 吸 引 側 開 口 部 近 傍 に お け る 前 記 流 体 の 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と
、 前 記 圧 力 検 出 手 段 の 検 出 結 果 が 所 定 値 に 維 持 さ れ る よ う 、 前 記 吸 引 動 作 発 生 手 段 の 駆 動
状 態 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 該 被 検 体 内 を 移 動
し つ つ 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 導 入 装 置 で あ っ て 、 前 記 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る
被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 と 、 前 記 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 を 内 蔵 し 、 一 部 領 域 上 に 吸 引 側 開 口
部 が 形 成 さ れ 、 他 の 領 域 上 に 排 出 側 開 口 部 が 形 成 さ れ た 外 装 ケ ー ス 部 材 と 、 前 記 吸 引 側 開
口 部 と 前 記 排 出 側 開 口 部 と を 接 続 す る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 と 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状
を 変 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 外 部 流 体 を 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し て 吸 引 す る と 共 に 前
記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 を 経 由 し て 前 記 排 出 側 開 口 部 か ら 排 出 し 、 吸 引 動 作 お よ び 排 出 動 作 の
反 作 用 力 に よ っ て 当 該 被 検 体 内 導 入 装 置 の 位 置 ま た は 指 向 方 向 の 少 な く と も 一 方 を 変 化 さ
せ る 変 位 動 作 発 生 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 被 検 体 内 に 導 入 さ れ 、 該 被 検 体 内 を
移 動 し つ つ 被 検 体 内 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 被 検 体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 を 送 信 す る 被 検
体 内 導 入 装 置 と 、 受 信 ア ン テ ナ を 介 し て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を
受 信 す る 外 部 装 置 と を 備 え た 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、
前 記 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 と 、 前 記 被 検 体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号
を 送 信 す る 無 線 手 段 と 、 前 記 被 検 体 内 情 報 取 得 手 段 お よ び 前 記 無 線 手 段 を 内 蔵 す る 外 装 ケ
ー ス 部 材 と 、 前 記 被 検 体 内 の 通 過 経 路 の 内 壁 に 対 し て 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る 吸 着 機 構 と 、
を 備 え 、 前 記 外 部 装 置 は 、 受 信 ア ン テ ナ を 介 し て 受 信 し た 無 線 信 号 の 受 信 処 理 を 行 う 受 信
回 路 と 、 前 記 受 信 回 路 か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 所 定 の 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 被 検 体 内 情 報
を 抽 出 す る 信 号 処 理 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 ま た 、 請 求 項 ９ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 被 検 体 内
導 入 装 置 は 、 前 記 外 装 ケ ー ス 部 材 上 の 一 部 領 域 に 吸 引 側 開 口 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 他 の 領
域 に 排 出 側 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 吸 引 側 開 口 部 と 前 記 排 出 側 開 口 部 と を 接 続 す る 軟 性 チ
ュ ー ブ 部 材 と 、 前 記 外 部 流 体 が 前 記 吸 引 側 開 口 部 を 介 し て 吸 引 さ れ 、 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部
材 を 経 由 し て 前 記 排 出 側 開 口 部 か ら 排 出 さ れ る よ う 前 記 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 形 状 を 変 動 さ
せ る 吸 引 動 作 発 生 手 段 と 、 所 定 の 制 御 信 号 に よ っ て 定 ま る 値 と な る よ う 前 記 吸 引 動 作 発 生
手 段 の 駆 動 状 態 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 外 部 装
置 は 、 前 記 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 手 段 と 、 前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 に よ っ て 生 成
さ れ た 制 御 信 号 を 無 線 送 信 す る 送 信 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 前 記
送 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 受 信 手 段 に よ っ て 受 信 さ れ
た 無 線 信 号 か ら 制 御 信 号 を 抽 出 す る 信 号 処 理 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 制 御 手 段 に お い て
、 前 記 制 御 信 号 に 基 づ く 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 装 置 お よ び 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 所 定 の 強 度 で 吸 着 す
る 吸 着 機 構 を 備 え る こ と と し た た め 、 通 過 経 路 の 内 壁 に 対 し て 所 定 の 強 度 で 吸 着 す る こ と
に よ っ て 、 被 検 体 内 に お け る 被 検 体 内 導 入 装 置 の 移 動 速 度 を 低 下 さ せ る こ と が 可 能 と な る
と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 で あ る 被 検 体 内 導 入 装 置 お よ び 被 検 体 内 導
入 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 面 は 模 式 的 な も の で あ り 、 各 部 分 の 厚 み と 幅 と の
関 係 、 そ れ ぞ れ の 部 分 の 厚 み の 比 率 な ど は 現 実 の も の と は 異 な る こ と に 留 意 す べ き で あ り
、 図 面 の 相 互 間 に お い て も 互 い の 寸 法 の 関 係 や 比 率 が 異 な る 部 分 が 含 ま れ て い る こ と は も
ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 ま ず 、 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施
の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う
に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 被 検 体 １ の 内 部 に 導 入 さ れ て 通 過
経 路 に 沿 っ て 移 動 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ か ら 送 信 さ れ た 、 被 検
体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 を 受 信 す る 外 部 装 置 ３ と 、 外 部 装 置 ３ に よ っ て 受 信 さ れ た 無 線 信
号 に 含 ま れ る 被 検 体 内 情 報 の 内 容 を 表 示 す る 表 示 装 置 ４ と 、 外 部 装 置 ３ と 表 示 装 置 ４ と の
間 の 情 報 の 受 け 渡 し を 行 う た め の 携 帯 型 記 録 媒 体 ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 示 装 置 ４ は 、 外 部 装 置 ３ に よ っ て 受 信 さ れ た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ に よ っ て 撮 像 さ れ
た 被 検 体 内 画 像 等 を 表 示 す る た め の も の で あ り 、 携 帯 型 記 録 媒 体 ５ に よ っ て 得 ら れ る デ ー
タ に 基 づ い て 画 像 表 示 を 行 う ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等 の よ う な 構 成 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、
表 示 装 置 ４ は 、 Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 等 に よ っ て 直 接 画 像 等 を 表 示 す る
構 成 と し て も 良 い し 、 プ リ ン タ 等 の よ う に 、 他 の 媒 体 に 画 像 等 を 出 力 す る 構 成 と し て も 良
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 携 帯 型 記 録 媒 体 ５ は 、 外 部 装 置 ３ お よ び 表 示 装 置 ４ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ っ て 、 両 者 に
対 す る 装 着 時 に 情 報 の 出 力 お よ び 記 録 が 可 能 な 構 造 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、 携 帯 型 記 録 媒
体 ５ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ が 被 検 体 １ の 体 腔 内 を 移 動 し て い る 間 は 外 部 装 置 ３ に 装 着 さ
れ て 被 検 体 内 画 像 等 を 記 憶 す る 。 そ し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ が 被 検 体 １ か ら 排 出 さ れ た
後 に 、 外 部 装 置 ３ か ら 取 り 出 さ れ て 表 示 装 置 ４ に 装 着 さ れ 、 記 録 し た デ ー タ が 表 示 装 置 ４
に よ っ て 読 み 出 さ れ る 構 成 を 有 す る 。 外 部 装 置 ３ と 表 示 装 置 ４ と の 間 の デ ー タ の 受 け 渡 し
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を コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ （ 登 録 商 標 ） メ モ リ 等 の 携 帯 型 記 録 媒 体 ５ に よ っ て 行 う こ と で 、
外 部 装 置 ３ と 表 示 装 置 ４ と の 間 が 有 線 接 続 さ れ た 場 合 と 異 な り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ が 被
検 体 １ 内 部 を 移 動 中 で あ っ て も 、 被 検 体 １ が 自 由 に 行 動 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 受 信 ア ン テ ナ ６ ａ ～ ６ ｈ は 、 例 え ば ル ー プ ア ン テ ナ を 用 い て 形 成 さ れ る 。 か か る ル ー プ
ア ン テ ナ は 、 被 検 体 １ の 体 表 面 上 の 所 定 の 位 置 に 固 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 ル ー プ
ア ン テ ナ に は 体 表 面 上 に 固 定 す る た め の 固 定 部 材 が 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 外 部 装 置 ３ は 、 受 信 ア ン テ ナ ６ ａ ～ ６ ｈ の い ず れ か を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の 受 信
処 理 を 行 う た め の も の で あ る 。 図 ２ は 、 外 部 装 置 ３ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２
に 示 す よ う に 、 外 部 装 置 ３ は 、 複 数 存 在 す る 受 信 ア ン テ ナ ６ ａ ～ ６ ｈ の 中 か ら 無 線 信 号 の
受 信 に 適 し た も の を 選 択 す る ア ン テ ナ 選 択 部 ９ と 、 ア ン テ ナ 選 択 部 ９ に よ っ て 選 択 さ れ た
受 信 ア ン テ ナ ６ を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 に 対 し て 復 調 等 の 処 理 を 行 う 受 信 回 路 １ ０ と
、 処 理 が 施 さ れ た 無 線 信 号 に 対 し て 検 出 磁 場 に 関 す る 情 報 お よ び 被 検 体 内 画 像 等 を 抽 出 す
る た め の 信 号 処 理 部 １ １ と を 備 え る 。 ま た 、 外 部 装 置 ３ は 、 抽 出 さ れ た 情 報 の 出 力 等 に 関
し て 所 定 の 制 御 を 行 う 制 御 部 １ ２ と 、 抽 出 し た 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 部 １ ３ と 、 受 信 回 路 １
０ か ら 出 力 さ れ た 、 受 信 し た 無 線 信 号 の 強 度 に 対 応 し た ア ナ ロ グ 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る Ａ
／ Ｄ 変 換 部 １ ４ と 、 各 構 成 要 素 の 駆 動 電 力 を 供 給 す る 電 力 供 給 部 １ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ン テ ナ 選 択 部 ９ は 、 複 数 備 わ る 受 信 ア ン テ ナ ６ ａ ～ ６ ｈ の 中 か ら 無 線 信 号 の 受 信 に 適
し た ア ン テ ナ を 選 択 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 ア ン テ ナ 選 択 部 ９ は 、 制 御 部 １
２ の 制 御 に 基 づ い て 所 定 の 受 信 ア ン テ ナ ６ を 選 択 し 、 選 択 し た 受 信 ア ン テ ナ ６ を 介 し て 受
信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 回 路 １ ０ に 対 し て 出 力 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 受 信 回 路 １ ０ は 、 選 択 さ れ た 受 信 ア ン テ ナ ６ を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 に 対 し て 、 復
調 等 の 所 定 の 処 理 を 行 う た め の も の で あ る 。 ま た 、 受 信 回 路 １ ０ は 、 無 線 信 号 の 強 度 に 対
応 し た ア ナ ロ グ 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ４ に 対 し て 出 力 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 信 号 処 理 部 １ １ は 、 受 信 回 路 １ ０ に よ っ て 所 定 の 処 理 が 施 さ れ た 信 号 の 中 か ら 所 定 の 情
報 を 抽 出 す る た め の も の で あ る 。 例 え ば 、 外 部 装 置 ３ に よ っ て 受 信 さ れ る 無 線 信 号 が 撮 像
機 能 を 有 す る 電 子 機 器 か ら 送 信 さ れ る 場 合 に は 、 信 号 処 理 部 １ １ は 、 受 信 回 路 １ ０ か ら 出
力 さ れ た 信 号 の 中 か ら 画 像 デ ー タ を 抽 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 ア ン テ ナ 選 択 部 ９ に よ る ア ン テ ナ 選 択 動 作 を 含 む 全 体 的 な 制 御 を 行 う た
め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 制 御 部 １ ２ は 、 信 号 処 理 部 １ １ か ら 出 力 さ れ た 情 報 を 記 憶
部 １ ３ に 転 送 し て 記 憶 さ せ る と 共 に 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ４ か ら 出 力 さ れ た 、 受 信 強 度 に 対 応
し た デ ィ ジ タ ル 信 号 （ 例 え ば 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ (Received Signal Strength Indicator  :受 信 信
号 強 度 表 示 信 号 )） に 基 づ い て 、 使 用 す る 受 信 ア ン テ ナ ６ を 決 定 し 、 ア ン テ ナ 選 択 部 ９ に
対 し て 指 示 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 記 憶 部 １ ３ は 、 信 号 処 理 部 １ １ に よ っ て 抽 出 さ れ た 情 報 を 記 憶 す る た め の も の で あ る 。
記 憶 部 １ ３ の 具 体 的 構 成 と し て は 、 メ モ リ 等 を 備 え る こ と に よ っ て 記 憶 部 １ ３ 自 体 が 情 報
を 記 憶 す る こ と と し て も 良 い が 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 後 述 す る よ う に 記 憶 部 １ ３ は 、 携
帯 型 記 録 媒 体 ５ に 対 し て 情 報 を 書 き 込 む 機 能 を 有 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ に つ い て 説 明 す る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ は 、 特 許 請 求 の 範 囲
に お け る 被 検 体 内 導 入 装 置 の 一 例 と し て 機 能 す る も の で あ っ て 、 被 検 体 内 情 報 を 取 得 し 、
取 得 し た 被 検 体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 を 外 部 装 置 ３ に 対 し て 送 信 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 構 成 要 素 に つ い て 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３
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に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ は 、 被 検 体 内 情 報 を 取 得 す る 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７
と 、 取 得 さ れ た 被 検 体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 を 生 成 し 、 外 部 装 置 ３ に 対 し て 送 信 す る 無 線
部 １ ８ と 、 吸 着 機 構 １ ９ と 、 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７ 等 の 駆 動 状 態 を 制 御 す る 制 御 部 ２ １
と 、 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７ 等 の 構 成 要 素 に 対 し て 駆 動 電 力 を 供 給 す る 電 力 供 給 部 ２ ２ と
を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７ は 、 被 検 体 内 部 の 情 報 を 取 得 す る た め の も の で あ っ て 、 本 実 施
の 形 態 １ に お い て は 、 被 検 体 内 画 像 を 取 得 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 被 検 体 内
情 報 取 得 部 １ ７ は 、 被 検 体 内 部 を 照 射 す る 照 明 光 を 出 力 す る Ｌ Ｅ Ｄ （ Light Emitting Dio
de） ２ ４ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ の 駆 動 状 態 を 制 御 す る Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ２ ５ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ に よ っ
て 照 射 さ れ た 領 域 の 少 な く と も 一 部 を 撮 像 す る 撮 像 手 段 と し て 機 能 す る Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge C
oupled Device） ２ ６ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ６ の 駆 動 状 態 を 制 御 す る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ ７ と を 備 え
る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ６ に よ っ て 取 得 さ れ た 被 検 体 内 画 像 デ ー タ は 、 無 線 部 １ ８ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 無 線 部 １ ８ は 、 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７ か ら 出 力 さ れ た 被 検 体 内 情 報 を 含 む 無 線 信 号 の
生 成 ・ 送 信 を 行 う た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 無 線 部 １ ８ は 、 送 信 回 路 ２ ８ と 、 送 信
ア ン テ ナ ２ ９ と に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 送 信 回 路 ２ ８ に よ っ て 無 線 信 号 が 生 成 さ れ 、 送
信 ア ン テ ナ ２ ９ を 介 し て 無 線 信 号 の 送 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 吸 着 機 構 １ ９ に つ い て 説 明 す る 。 吸 着 機 構 １ ９ は 、 外 装 ケ ー ス 部 材 に 対 し て 固 定
さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ る と 共 に 通 過 経 路 に 対 応 し た 消 化 器 官 の 内 壁 に 吸 着 す る 機 能 を 有 し
、 か か る 吸 着 機 能 に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 を 低 減 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 、 吸 着 機 構 １ ９ の 具 体 的 な 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 吸 着 機
構 １ ９ は 、 外 装 ケ ー ス 部 材 ３ １ の 一 部 領 域 上 に 形 成 さ れ た 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ 部 と 、 他 の 領
域 上 に 形 成 さ れ た 排 出 側 開 口 部 ３ ３ と を 接 続 す る よ う 配 置 さ れ た 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ と
、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ 近 傍 に 配 置 さ れ 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 形 状 を 変 動 さ せ る こ と
に よ っ て 吸 引 動 作 を 発 生 さ せ る 吸 引 動 作 発 生 部 ２ ０ と 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 中 空 領 域
の 所 定 領 域 に お け る 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 部 ３ ８ と を 備 え る 。 こ こ で 、 外 装 ケ ー ス 部 材
３ １ は 、 図 ３ に 示 し た 各 構 成 要 素 を 内 蔵 す る た め の も の で あ り 、 各 構 成 要 素 を 外 部 か ら 保
護 す る た め に 必 要 な 物 理 強 度 を 有 ず る 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ と 排 出 側 開 口 部 ３ ３ と を 接 続 し 、 後 述 す る
よ う に カ ム 部 材 ３ ６ の 作 用 に よ っ て 外 部 流 体 を 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ か ら 吸 引 し 、 排 出 側 開 口
部 ３ ３ か ら 排 出 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ は 、 吸 引 側 開
口 部 ３ ２ と 排 出 側 開 口 部 ３ ３ と を 連 通 す る 中 空 領 域 を 有 し 、 カ ム 部 材 ３ ６ の 作 用 に よ っ て
形 状 が 容 易 に 変 化 す る 軟 性 材 料 、 例 え ば ゴ ム 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 吸 引 動 作 発 生 部 ２ ０ は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ を 用 い て 吸 引 動 作 を 発 生 さ せ る た め の も
の で あ る 。 具 体 的 に は 、 吸 引 動 作 発 生 部 ２ ０ は 、 所 定 の 回 転 軸 ３ ５ を 軸 と し て 回 転 す る カ
ム 部 材 ３ ６ と 、 カ ム 部 材 ３ ６ に 対 し て 回 転 ト ル ク を 供 給 す る 駆 動 機 構 ３ ７ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 カ ム 部 材 ３ ６ は 、 回 転 軸 ３ ５ を 軸 と し て 回 転 す る こ と に よ っ て 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ に
対 し て 変 形 力 を 及 ぼ し 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 形 状 を 変 動 さ せ る た め の も の で あ る 。 具
体 的 に は 、 カ ム 部 材 ３ ６ は 、 回 転 軸 ３ ５ に 対 し て 外 周 部 分 が 偏 心 し た 構 成 を 有 し 、 か か る
構 造 の カ ム 部 材 ３ ６ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ は カ ム 部 材 ３ ６ の 回
転 角 度 に 応 じ た 形 状 変 動 を 生 じ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 駆 動 機 構 ３ ７ は 、 カ ム 部 材 ３ ６ に 対 し て 回 転 ト ル ク を 供 給 す る た め の も の で あ る 。 具 体
的 に は 、 駆 動 機 構 ３ ７ は 、 例 え ば モ ー タ 等 に よ っ て 構 成 さ れ 、 生 成 し た 回 転 ト ル ク を 、 所
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定 の ギ ア ま た は プ ー リ ー 等 の 回 転 伝 達 機 構 を 介 し て カ ム 部 材 ３ ６ に 供 給 す る 構 造 を 有 す る
。 ま た 、 駆 動 機 構 ３ ７ は 、 後 述 す る よ う に 制 御 部 ２ １ に よ っ て 駆 動 状 態 が 制 御 さ れ る 構 成
を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 圧 力 検 出 部 ３ ８ は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 中 空 領 域 に 存 在 す る 流 体 の 圧 力 を 検 出 す る
た め の も の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 中 空 領 域 の う ち 、 吸 引 側 開
口 部 ３ ２ と カ ム 部 材 ３ ６ に よ っ て 形 状 が 変 動 し て い る 部 分 と の 間 、 好 ま し く は 吸 引 側 開 口
部 ３ ２ の 近 傍 に お け る 流 体 の 圧 力 を 検 出 す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 圧 力 検 出 部 ３ ８ は
、 検 出 し た 圧 力 値 を 制 御 部 ２ １ に 対 し て 出 力 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 制 御 部 ２ １ に つ い て 説 明 す る 。 制 御 部 ２ １ は 、 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７ お よ び 無
線 部 １ ８ に 対 し て 所 定 の 制 御 を 行 う 機 能 を 有 す る 他 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 圧 力 検 出 部 ３
８ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 吸 着 機 構 １ ９ の 駆 動 状 態 、 よ り 具 体 的 に は 吸 着 機 構 １ ９ に 備 わ
る 駆 動 機 構 ３ ７ の 駆 動 状 態 を 制 御 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 制 御 部 ２ １ は 、 圧 力 検 出 部 ３ ８ の 検 出 結 果 が 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 さ れ る よ
う 、 駆 動 機 構 ３ ７ に お け る 回 転 ト ル ク の 供 給 状 態 を 制 御 し て い る 。 後 述 す る よ う に 、 吸 着
機 構 １ ９ に よ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 吸 着 力 の 大 き さ は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ を 介 し た 外 部
流 体 の 吸 引 の 程 度 に 応 じ た も の と な り 、 流 体 の 吸 引 の 程 度 は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ 近 傍 に お
け る 流 体 の 圧 力 に 応 じ た も の と な る 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 制 御 部 ２ １ が 圧 力
検 出 部 ３ ８ の 検 出 結 果 に 応 じ て 吸 着 機 構 １ ９ の 駆 動 状 態 を 制 御 す る こ と と し 、 か か る 制 御
に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 消 化 器 官 の 内 壁 に 対 す る 吸 着 力 の 大 き さ を 所 望 の 範 囲 内
に 維 持 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に お い て 、 被 検 体 １ 内 に 導 入 さ れ
た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 吸 着 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 既 に 説 明 し た よ う に 、 従 来 の カ プ セ
ル 型 内 視 鏡 で は 、 例 え ば 食 道 を 通 過 す る 際 に お け る 移 動 速 度 が 、 被 検 体 内 情 報 の 取 得 速 度
よ り も 大 き く 、 充 分 な 被 検 体 内 情 報 の 取 得 が 困 難 で あ る と い う 問 題 を 有 し て い た 。 こ の た
め 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 新 た に 吸 着 機 構 １ ９ を 設 け る こ と に よ っ て 、 所 定 の 吸 着 力 を も
っ て 通 過 経 路 の 内 壁 に 対 し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ を 吸 着 せ し め る こ と と し 、 か か る 吸 着 力
の 作 用 に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 を 低 下 さ せ る こ と と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 吸 着 機 構 １ ９ の 吸 着 作 用 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。 ま ず 、 図
５ に 示 す よ う に 、 カ ム 部 材 ３ ６ が 回 転 軸 ３ ５ を 中 心 と し て 反 時 計 回 り に 回 転 す る 。 か か る
回 転 運 動 に よ っ て 、 カ ム 部 材 ３ ６ の 外 周 部 分 の う ち 、 回 転 軸 ３ ５ か ら の 距 離 が 所 定 値 以 上
と な る 外 周 部 分 が 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ と 接 触 す る 。 か か る 接 触 に よ っ て カ ム 部 材 ３ ６ か
ら 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ に 対 し て 押 圧 力 が 印 加 さ れ 、 押 圧 力 が 印 加 さ れ た 部 分 の 形 状 が 変
化 す る こ と に よ っ て 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 中 空 領 域 の 一 部 に 狭 窄 領 域 ３ ９ が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 狭 窄 領 域 ３ ９ が 形 成 さ れ た 後 も カ ム 部 材 ３ ６ は 回 転 を 続 け 、 カ ム 部 材 ３ ６ の 回 転 動 作 に
応 じ て 狭 窄 領 域 ３ ９ の 形 成 さ れ る 位 置 が 、 図 ６ に 示 す よ う に 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ の 側 か ら 排
出 側 開 口 部 ３ ３ の 側 に 移 動 す る 。 カ ム 部 材 ３ ６ が 回 転 し 続 け る こ と に よ っ て か か る 狭 窄 領
域 ３ ９ の 生 成 ・ 移 動 が 繰 り 返 さ れ 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ は 、 い わ ば 蠕 動 運 動 を 行 う よ う
に そ の 形 状 を 変 動 さ せ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 か か る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 形 状 の 変 動 に よ り 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 中 空 領 域 に
は 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ か ら 排 出 側 開 口 部 ３ ３ へ 向 か う 流 体 の 流 れ が 生 じ る 。 す な わ ち 、 中 空
領 域 で は 、 狭 窄 領 域 ３ ９ の 移 動 に と も な っ て 排 出 側 開 口 部 ３ ３ の 側 へ 押 し 出 さ れ る 力 を 受
け る こ と と な り 、 中 空 領 域 に 存 在 す る 流 体 は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ か ら 排 出 側 開 口 部 ３ ３ へ
向 か う 方 向 に 移 動 す る 。 か か る 流 体 の 移 動 に 伴 い 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 外 部 領 域 の う ち
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、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ 近 傍 の 領 域 に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 内 部 に 向 か う 方 向 に 吸 着 力 が
生 じ る こ と と な る 。 従 っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ が 通 過 す る 領 域 に お け る 被 検 体 １ の 生 体
組 織 に よ っ て 形 成 さ れ る 通 過 経 路 の 内 壁 は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ と 密 着 し 、 内 壁 が カ プ セ ル
型 内 視 鏡 ２ と 密 着 し た 状 態 に な る こ と で 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 が 阻 害 さ れ る こ と と
な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
本 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ に 吸 着 機 構 １ ９ を
備 え る こ と と し た た め 、 吸 着 機 構 １ ９ に よ っ て 生 じ る 吸 着 力 に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
２ と 通 過 経 路 の 内 壁 と が 密 着 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 が 阻 害 さ れ る 。 か か る 吸 着 力
の 作 用 に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 が 低 減 さ れ る こ と か ら 、 本 実 施 の 形 態 １ で
は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 に 関 し て 、 被 検 体 内 情 報 取 得 部 １ ７ が 充 分 に 被 検 体 内
情 報 を 取 得 し う る 速 度 に ま で 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 圧 力 検 出 部 ３ ８ の 検 出 結 果 に
基 づ い て 制 御 部 ２ １ が 吸 着 機 構 １ ９ の 駆 動 状 態 を 制 御 す る こ と と し て い る 。 こ の た め 、 軟
性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 中 空 領 域 の う ち 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ 近 傍 領 域 に お け る 吸 着 機 構 １ ９
の 駆 動 に よ っ て 生 じ る 吸 着 力 の 強 度 を 一 定 範 囲 内 の 値 と す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め
、 例 え ば 吸 着 力 の 強 度 が 強 力 す ぎ て 被 検 体 １ 内 の 体 内 組 織 に 損 傷 を 与 え る と い っ た 弊 害 が
生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 制 御 部 ２ １ に よ る 吸 着 力 の 制 御 範 囲 を あ ら か じ め 適 切
な 値 に 設 定 し て お く こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 を 所 望 の 値 に 制 御 す る
こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の
進 行 方 向 に 与 え ら れ る 重 力 等 の 推 進 力 と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ が 通 過 経 路 た る 消 化 器 官 の
内 壁 に 対 し て 及 ぼ す 吸 着 力 に 応 じ て 定 ま る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 外 表 面 と 消 化 器 官 の 内 壁
と の 間 に 生 じ る 摩 擦 力 と の 大 小 関 係 に 応 じ て 定 ま る 。 こ の た め 、 吸 着 力 の 強 度 範 囲 を 適 切
に 設 定 し て お く こ と に よ り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 移 動 速 度 を 適 切 に 調 整 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 カ ム 部 材 ３ ６ の 回 転 動 作 に 伴 う 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ の 形
状 変 動 に よ っ て 吸 着 機 構 １ ９ の 吸 着 動 作 を 行 う 構 成 を 有 す る こ と か ら 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
２ の 内 部 に お い て 、 吸 着 機 構 １ ９ の 占 有 領 域 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、
カ ム 部 材 ３ ６ が 所 定 の 回 転 軸 ３ ５ を 中 心 に 回 転 運 動 す る 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 カ ム 部
材 ３ ６ の 動 作 の た め に 余 分 に 確 保 す る 領 域 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 図 ５ お
よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ は 、 吸 着 力 を 発 生 さ せ る 際 に は 蠕 動 運 動 を
生 じ る よ う な 形 状 変 動 を 行 う の み で あ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ 内 部 に お け る 占 有 領 域 の
変 化 は さ ほ ど 生 じ る こ と が な い 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ は
、 吸 着 機 構 １ ９ の 占 有 体 積 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ る と い う 利 点 を 有 す る こ と と な る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 変 形 例 ）
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 変
形 例 で は 、 吸 着 機 構 に 備 わ る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 に 関 し て 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ の 近 傍 領 域 お
よ び 排 出 側 開 口 部 ３ ３ の 近 傍 領 域 に 逆 止 弁 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 変 形 例 に お け る 吸 着 機 構 ４ １ の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に
、 本 変 形 例 で は 、 吸 着 機 構 ４ １ は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ の 近 傍 に 逆 止 弁 ４ ２ が 形 成 さ れ 、 排
出 側 開 口 部 ３ ３ の 近 傍 に 逆 止 弁 ４ ３ が 形 成 さ れ た 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ と 、 軟 性 チ ュ ー ブ
部 材 ４ ４ の 形 状 を 、 所 定 の 領 域 に 狭 窄 領 域 が 形 成 さ れ る よ う 変 動 さ せ る 吸 引 動 作 発 生 部 ４
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５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ に 備 わ る 逆 止 弁 ４ ２ 、 ４ ３ は 、 そ れ ぞ れ 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ か ら 排
出 側 開 口 部 ３ ３ へ 向 か う 方 向 （ 図 ７ に お け る 右 方 向 ） に 流 れ る 流 体 を 通 過 さ せ 、 排 出 側 開
口 部 ３ ３ か ら 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ へ 向 か う 方 向 に 流 れ る 流 体 の 通 過 を 遮 断 す る 機 能 を 有 す る
。 な お 、 逆 止 弁 ４ ２ 、 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 以 外 の 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ の 形 状 、 材 質 等
は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ と 同 様 で あ り 、 逆 止 弁 ４ ２ 、 ４ ３ の 具 体
的 な 構 造 と し て は 上 記 の 機 能 を 果 た す も の で あ れ ば 任 意 の 構 造 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 吸 引 動 作 発 生 部 ４ ５ は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ の 中 空 領 域 の 所 定 の 位 置 に 狭 窄 領 域 を 形
成 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 吸 引 動 作 発 生 部 ４ ５ は 、 ガ イ ド 部 材 ４ ６ に よ っ て
移 動 方 向 が 定 め ら れ た 押 圧 部 材 ４ ７ と 、 押 圧 部 材 ４ ７ に 対 し て 動 力 を 供 給 す る 駆 動 機 構 ４
８ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 押 圧 部 材 ４ ７ は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ に 対 し て 、 ガ イ ド
部 材 ４ ６ に よ っ て あ ら か じ め 定 め ら れ た 方 向 に 押 圧 力 の 印 加 を 行 う よ う 機 能 す る 。 例 え ば
、 図 ７ の 例 の 場 合 に は 、 押 圧 部 材 ４ ７ は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ の 長 手 方 向 と 垂 直 方 向 に
押 圧 力 を 印 加 す る よ う 動 作 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ は 、 本 変 形 例 に お け る 吸 着 機 構 ４ １ の 吸 着 作 用 を 説 明 す る た め の 模 式 図
で あ る 。 具 体 的 に は 、 吸 着 機 構 ４ １ は 、 制 御 部 ２ １ に よ る 制 御 に 基 づ い て 駆 動 機 構 ４ ８ が
駆 動 し 、 押 圧 部 材 ４ ７ は 、 駆 動 機 構 ４ ８ か ら 供 給 さ れ た 動 力 に 基 づ い て 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材
４ ４ の 一 部 領 域 に 対 し て 押 圧 力 を 印 加 す る 。 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ は 、 押 圧 力 の 印 加 に よ
っ て そ の 形 状 が 変 動 し 、 具 体 的 に は 図 ８ に 示 す 狭 窄 領 域 ４ ９ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 狭 窄 領 域 ４ ９ の 形 成 に 伴 っ て 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ の 中 空 領 域 に 存 在 す る 流 体 は 、 狭
窄 領 域 ４ ９ か ら 離 隔 す る 方 向 に 力 を 受 け る 。 具 体 的 に は 、 図 ８ の 矢 印 に 示 す よ う に 、 狭 窄
領 域 ４ ９ と 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ と の 間 に 存 在 す る 流 体 は 、 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ に 向 か う 方 向 に
力 を 受 け 、 狭 窄 領 域 ４ ９ と 排 出 側 開 口 部 ３ ３ と の 間 に 存 在 す る 流 体 は 、 排 出 側 開 口 部 ３ ３
に 向 か う 方 向 に 力 を 受 け る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 で 、 逆 止 弁 ４ ２ 、 ４ ３ は 、 そ れ ぞ れ 吸 引 側 開 口 部 ３ ２ か ら 排 出 側 開 口 部 ３ ３ へ 向 か
う 方 向 に 流 れ る 流 体 を 通 過 さ せ 、 逆 方 向 に 流 れ る 流 体 を 遮 断 す る 機 能 を 有 す る 。 従 っ て 、
狭 窄 領 域 ４ ９ の 形 成 に 伴 う 流 体 の 流 れ に 対 し て 、 逆 止 弁 ４ ２ は 流 体 の 通 過 を 遮 断 し 、 逆 止
弁 ４ ３ は 流 体 を 通 過 さ せ る よ う 作 用 す る 。 こ の 結 果 、 狭 窄 領 域 ４ ９ と 排 出 側 開 口 部 ３ ３ と
の 間 に 存 在 し た 流 体 は カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 外 部 に 排 出 さ れ 留 一 方 、 狭 窄 領 域 ４ ９ と 吸 引
側 開 口 部 ３ ２ と の 間 に 存 在 し た 流 体 は 元 の 場 所 に 留 ま る こ と と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ の 後 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 駆 動 機 構 ４ ８ は 押 圧 部 材 ４ ７ を 元 の 位 置 に 戻 す よ う 動 力 を
供 給 し 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ は 、 狭 窄 領 域 ４ ９ の 存 在 し な い 元 の 形 状 に 戻 る 。 図 ８ に 示
し た 動 作 に お い て 、 狭 窄 領 域 ４ ９ と 排 出 側 開 口 部 ３ ３ と の 間 の 流 体 は 排 出 さ れ て い る こ と
か ら 、 狭 窄 領 域 ４ ９ の 消 滅 に よ っ て 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ４ ４ の 中 空 領 域 に お け る 流 体 の 両
は 押 圧 力 印 加 前 に 比 べ て 減 少 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ の 外 部 に 存 在 す る 流 体 が 吸 引 側 開 口
部 ３ ２ を 介 し て 流 入 す る こ と と な る 。 か か る 流 入 圧 力 の 反 作 用 と し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
２ を 通 過 経 路 の 内 壁 に 吸 着 さ せ る 吸 着 力 が 生 じ 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ は 、 通 過 経 路 の 内 壁
に 対 し て 吸 着 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う な 吸 着 機 構 ４ １ を 備 え る こ と に よ っ て 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に カ プ セ ル 型 内 視
鏡 ２ の 移 動 速 度 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 変 形 例 で は 、 単 純 な 機 構 に よ っ て
吸 着 力 が 生 ず る 構 成 で あ る た め 、 簡 易 か つ 小 型 の 吸 着 機 構 ４ １ を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
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【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ２
に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 外 部 装 置 か ら カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 し て 所 定 の 制 御 信
号 を 含 む 無 線 信 号 を 送 信 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 所 定 の 受 信 機 構 を 備 え 、 受 診 機 構 に よ
っ て 受 信 し た 無 線 信 号 に 含 ま れ る 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 吸 着 動 作 の 制 御 を 行 う 構 成 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る 外 部 装 置 ５ １ の 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 １ １ は 、 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５
２ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な お 、 図 示 は 省 略 し た が 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 被
検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 外 部 装 置 ３ 、 表 示 装 置 ４ お よ び 携 帯 型 記 録
媒 体 ５ を 備 え る こ と と し 、 ま た 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 名 称 ・ 符 号 が 付 さ れ た 構 成 要 素 は
、 以 下 で 特 に 言 及 し な い 限 り 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 構 造 ・ 作 用 を 有 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 外 部 装 置 ５ １ は 、 新 た に 送 信 部 ５ ３ を 備 え 、 送 信 部 ５ ３ か ら 所 定
の 制 御 信 号 を 含 む 無 線 信 号 を 送 信 す る 機 能 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、 外 部 装 置 ５ １ は 、 制 御
信 号 の 生 成 機 能 を 有 す る 制 御 部 ５ ４ と 、 無 線 信 号 の 周 波 数 を 規 定 す る 発 振 器 ５ ５ と 、 制 御
部 ５ ４ に よ っ て 生 成 さ れ た 制 御 信 号 を 発 振 器 か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 重 畳 す る 重 畳 回 路 ５ ６
と 、 送 信 部 ５ ３ を 構 成 す る 送 信 回 路 ５ ７ お よ び 送 信 ア ン テ ナ ５ ８ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 制 御 部 ５ ４ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 制 御 部 ２ １ と 同 様 に ア ン テ ナ 選 択 制 御 を 行 う 選 択
制 御 部 ５ ４ ａ と 、 複 数 の 受 信 ア ン テ ナ ６ を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の 受 信 強 度 に 基 づ い
て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 位 置 を 導 出 す る 位 置 導 出 部 ５ ４ ｂ と 、 位 置 導 出 部 ５ ４ ｂ に よ っ
て 導 出 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 位 置 に 基 づ い て 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 部
５ ４ ｃ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 位 置 導 出 部 ５ ４ ｂ は 、 被 検 体 １ 内 部 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 位 置 を 導 出 す る た
め の も の で あ る 。 実 施 の 形 態 １ で も 説 明 し た よ う に 、 外 部 装 置 ５ １ は 、 受 信 回 路 １ ０ お よ
び Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ４ の 作 用 に よ り 、 受 信 ア ン テ ナ ６ ａ ～ ６ ｈ の そ れ ぞ れ に お け る 無 線 信 号
の 受 信 強 度 を 導 出 す る 機 構 を 有 す る 。 実 施 の 形 態 １ で は 、 か か る 受 信 強 度 を 用 い て ア ン テ
ナ 選 択 を 行 う の み で あ っ た が 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 か か る 受 信 強 度 の 値 に 基 づ い て カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 位 置 を 導 出 す る こ と と し て い る 。 す な わ ち 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ か
ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ か ら の 距 離 に 応 じ て 減 衰 す る 特 性 を 有 す
る こ と か ら 、 受 信 ア ン テ ナ に お け る 受 信 強 度 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ か ら の 距 離 を 反 映
し た も の と な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の た め 、 位 置 導 出 部 ５ ４ ｂ は 、 あ ら か じ め 受 信 ア ン テ ナ ６ ａ ～ ６ ｈ の そ れ ぞ れ の 被 検
体 １ 上 に お け る 位 置 を 把 握 し て い る 一 方 、 無 線 信 号 の 受 信 強 度 に 基 づ い て 複 数 の 、 例 え ば
３ 個 の 受 信 ア ン テ ナ ６ と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ と の 距 離 を 導 出 す る 。 そ し て 、 位 置 導 出 部
５ ４ ｂ は 、 導 出 し た 距 離 と 受 信 ア ン テ ナ ６ の 位 置 と を 用 い て 所 定 の 演 算 処 理 を 行 う こ と に
よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 位 置 を 導 出 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 制 御 信 号 生 成 部 ５ ４ ｃ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ に 備 わ る 吸 着 機 構 １ ９ の 動 作 を 制 御 す
る た め の 制 御 信 号 を 生 成 す る 機 能 を 有 す る 。 制 御 信 号 生 成 部 ５ ４ ｃ は 、 本 実 施 の 形 態 ２ で
は 位 置 導 出 部 ５ ４ ｂ の 導 出 結 果 に 基 づ い て 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と と し 、 カ プ セ ル 型 内 視
鏡 ５ ２ の 位 置 に 応 じ て 異 な る 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と と す る 。 制 御 信 号 生 成 部 ５ ４ ｃ に よ
っ て 生 成 さ れ た 制 御 信 号 は 、 送 信 部 ５ ３ に よ っ て 無 線 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視
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鏡 ５ ２ は 、 外 部 装 置 ５ １ に 備 わ る 送 信 部 ５ ３ に よ っ て 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信
部 ６ １ と 、 受 信 部 ６ １ に よ っ て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の 中 か ら 制 御 信 号 を 抽 出 す る 信 号 処 理
部 ６ ２ と 、 所 定 の 制 御 動 作 を 行 う 制 御 部 ６ ５ と を 備 え る 。 受 信 部 ６ １ は 、 受 信 ア ン テ ナ ６
３ と 受 信 回 路 ６ ４ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 制 御 部 ６ ５ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 制 御 部 ２ １ の 機 能 に 加 え 、 信 号 処 理 部 ６ ２ か ら 入
力 さ れ る 制 御 信 号 の 内 容 に 応 じ た 吸 着 機 構 １ ９ の 駆 動 制 御 を 行 う 機 能 を 有 す る 。 制 御 信 号
は 、 例 え ば 吸 着 機 構 １ ９ の オ ン ・ オ フ お よ び 維 持 す べ き 流 体 の 圧 力 の 範 囲 等 に 関 す る 情 報
を 含 ん で お り 、 制 御 部 ６ ５ は 、 か か る 情 報 を 含 む 制 御 信 号 の 内 容 に 基 づ い た 制 御 を 行 う 機
能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態
２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様
に 吸 着 機 構 １ ９ を 備 え た 構 成 を 有 す る こ と か ら 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 移 動 速 度 を 制 御
で き る 等 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 利 点 を 享 受 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 制 御 信 号 生 成 部 ５ ４ ｃ を 備 え 、 吸 着 機 構 １ ９ の 動 作 を 外 部
か ら 制 御 で き る と い う 利 点 を 有 す る 。 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 制 御 信 号 生 成 部 ５ ４
ｃ は 、 位 置 導 出 部 ５ ４ ｂ の 導 出 結 果 に 基 づ い て 制 御 信 号 を 生 成 す る 機 能 を 有 す る が 、 か か
る 構 成 と す る こ と で 、 充 分 か つ 効 率 的 な 被 検 体 内 情 報 の 取 得 が 可 能 な 速 度 で カ プ セ ル 型 内
視 鏡 ５ ２ を 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 す な わ ち 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ は 、 常 に 一 定 の 速 度 で 移 動 す る 訳 で は な く 、 例 え ば 食 道
を 通 過 す る 際 に は 高 速 で 移 動 す る 一 方 、 小 腸 、 大 腸 を 通 過 す る 際 に は 吸 着 機 構 の 作 用 を 利
用 す る こ と な く 被 検 体 内 情 報 の 取 得 が 十 分 可 能 な 程 度 の 速 度 で 移 動 し て い る 。 こ の た め 、
本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ ２ の 被 検 体 １ 内 に お け る 位 置 の 導 出 結 果 に 基 づ
い て 、 例 え ば 食 道 を 通 過 し て い る 間 は 吸 着 機 構 １ ９ が 高 い 強 度 で 吸 着 す る 旨 の 制 御 信 号 を
生 成 し 、 小 腸 、 大 腸 を 通 過 し て い る 間 は 、 吸 着 機 構 １ ９ の 駆 動 を 停 止 す る 旨 の 制 御 信 号 を
生 成 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 制 御 信 号 に 基 づ く 制 御 を 行 う こ と に よ っ て 、 本 実
施 の 形 態 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 被 検 体 １ の 内 部 の 位 置 に 応 じ て 吸 着 機 構 １
９ の 駆 動 状 態 を 適 切 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な り 、 例 え ば 小 腸 に お け る 移 動 速 度 が 極 端 に
低 下 す る と い っ た 弊 害 を 防 止 し 、 効 率 の 良 い 被 検 体 内 情 報 の 取 得 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ３ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ３
で は 、 実 施 の 形 態 １ 、 ２ で 説 明 し た 吸 着 機 構 を 応 用 し て 、 被 検 体 １ の 内 部 に お け る 位 置 を
積 極 的 に 変 化 す る こ と が 可 能 な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 備 え る こ と と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ２ は 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お け る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム を 構 成 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡
６ ７ に 備 わ る 変 位 機 構 ６ ８ ～ ７ ０ の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 な お 、 図 示 は 省 略 し た が 、
本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 外 部 装 置 ３ 、 表
示 装 置 ４ お よ び 携 帯 型 記 録 媒 体 ５ を 備 え る こ と と し 、 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 内 部
に は 、 図 ３ に 示 す 構 成 の う ち 吸 着 機 構 １ ９ お よ び 制 御 部 ２ １ を 除 く 機 構 が 備 わ る も の と す
る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ ２ に も 示 す よ う に 、 変 位 機 構 ６ ８ ～ ７ ０ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 異 な る 方 向 、 例 え ば 互
い に 直 交 す る 方 向 に 延 伸 す る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ ～ ７ ３ と 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ の 形
状 を 変 動 さ せ る 変 位 動 作 発 生 部 ７ ４ ～ ７ ６ と を そ れ ぞ れ 備 え た 構 成 を 有 す る 。 変 位 動 作 発
生 部 ７ ４ ～ ７ ６ は 、 制 御 部 ７ ７ の 制 御 に 基 づ い て 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ の 形 状 を 変 動 さ せ
る 機 能 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ７ ８ 】
　 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ ～ ７ ３ は 、 例 え ば 実 施 の 形 態 １ に お け る 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ３ ４ と
同 様 の 形 状 、 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ ～ ７ ３ は 、 そ れ
ぞ れ に 対 応 し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 外 表 面 上 に 形 成 さ れ た 吸 引 側 開 口 部 お よ び 排 出 側
開 口 部 を 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ る と 共 に 、 変 位 動 作 発 生 部 ７ ４ ～ ７ ６ に よ っ て 与 え ら れ
る 押 圧 力 に よ っ て 、 例 え ば 蠕 動 動 作 を 行 う よ う 形 状 が 変 動 す る 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 変 位 動 作 発 生 部 ７ ４ ～ ７ ６ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 吸 引 動 作 発 生 部 ２ ０ と 同 様 の 構 成
を 有 す る 。 す な わ ち 、 例 え ば 所 定 回 転 軸 を 中 心 に 回 転 動 作 を 行 う カ ム 部 材 と 、 カ ム 部 材 に
対 し て 、 制 御 部 ７ ７ の 制 御 に 従 っ た 大 き さ の 回 転 ト ル ク を 供 給 す る 駆 動 機 構 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 ３ で は 、 吸 引 側 開 口 部 の み な ら ず 、 排 出 側 開 口 部 に お け る 流 体 の 流 れ を も
利 用 し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と と し て い る 。 す な わ ち 、 吸 引 側 開
口 部 を 介 し て 吸 引 さ れ た 外 部 流 体 は 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 の 中 空 領 域 を 経 由 し て 、 排 出 側 開
口 部 を 介 し て 外 部 に 排 出 さ れ る 。 か か る 排 出 動 作 の 際 に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ は 、 排 出
す る 流 体 か ら 排 出 方 向 と 反 対 方 向 の 反 作 用 力 を 受 け る 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 ３ で は 、 吸
引 側 開 口 部 近 傍 に 生 じ る 吸 着 力 に 対 応 し た 力 と 、 排 出 流 体 か ら 受 け る 反 作 用 力 と を 推 進 力
と し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と と し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 な お 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ ～ ７ ３ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 重 心 位 置 を 通 過 す る 要 は
位 置 さ れ た 場 合 に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ は 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ ～ ７ ３ の 延 伸 方 向 と
平 行 な 方 向 に 並 進 移 動 す る こ と と な る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 移 動 を 可 能 と す る 観 点 か
ら は か か る 構 成 を 採 用 す る こ と が 好 ま し い が 、 一 方 で 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ の 配 置 位 置
を 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 重 心 位 置 を 通 過 し な い 領 域 と す る こ と に よ っ て カ プ セ ル 型 内
視 鏡 ６ ７ の 指 向 方 向 を 変 化 さ せ る こ と と し て も 良 い 。 す な わ ち 、 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ 等
の 端 部 に 対 応 す る 吸 引 側 開 口 部 ま た は 排 出 側 開 口 部 に お い て 、 外 部 流 体 の 移 動 方 向 と 、 開
口 部 と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ の 重 心 位 置 と を 結 ぶ 方 向 と が 非 平 行 と な る 場 合 に は 、 互 い が
な す 角 度 に 応 じ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ６ ７ は 回 転 す る こ と と な る 。 か か る 回 転 動 作 を 行 う よ
う 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材 ７ １ 等 の 配 置 を 工 夫 す る こ と に よ っ て 、 指 向 方 向 を 制 御 し う る カ プ セ
ル 型 内 視 鏡 を 実 現 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る 外 部 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 備 わ る 吸 着 機 構 の 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 吸 着 機 構 の 動 作 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 吸 着 機 構 の 動 作 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 １ の 変 形 例 に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 備 わ る 吸 着 機 構 の 構 造 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 吸 着 機 構 の 動 作 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 吸 着 機 構 の 動 作 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 の 形 態 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る 外 部 装 置 の 構 成 を 示 す 模
式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 の 形 態 ２ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 構 成
を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 の 形 態 ３ に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 備 わ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 構 成
を 示 す 模 式 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 １ 　 被 検 体
　 ２ 　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
　 ３ 　 外 部 装 置
　 ４ 　 表 示 装 置
　 ５ 　 携 帯 型 記 録 媒 体
　 ６ ａ ～ ６ ｈ 　 受 信 ア ン テ ナ
　 ９ 　 ア ン テ ナ 選 択 部
　 １ ０ 　 受 信 回 路
　 １ １ 　 信 号 処 理 部
　 １ ２ 　 制 御 部
　 １ ３ 　 記 憶 部
　 １ ４ 　 変 換 部
　 １ ５ 　 電 力 供 給 部
　 １ ７ 　 被 検 体 内 情 報 取 得 部
　 １ ８ 　 無 線 部
　 １ ９ 　 吸 着 機 構
　 ２ １ 　 制 御 部
　 ２ ２ 　 電 力 供 給 部
　 ２ ４ 　 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ２ ５ 　 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路
　 ２ ６ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 ２ ７ 　 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路
　 ２ ８ 　 送 信 回 路
　 ２ ９ 　 送 信 ア ン テ ナ
　 ３ １ 　 外 装 ケ ー ス 部 材
　 ３ ２ 　 吸 引 側 開 口 部
　 ３ ３ 　 排 出 側 開 口 部
　 ３ ４ 　 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材
　 ３ ５ 　 回 転 軸
　 ３ ６ 　 カ ム 部 材
　 ３ ７ 　 駆 動 機 構
　 ３ ８ 　 圧 力 検 出 部
　 ３ ９ 　 狭 窄 領 域
　 ４ １ 　 吸 着 機 構
　 ４ ２ 　 逆 止 弁
　 ４ ３ 　 逆 止 弁
　 ４ ４ 　 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材
　 ４ ５ 　 吸 引 動 作 発 生 部
　 ４ ６ 　 ガ イ ド 部 材
　 ４ ７ 　 押 圧 部 材
　 ４ ８ 　 駆 動 機 構
　 ４ ９ 　 狭 窄 領 域
　 ５ １ 　 外 部 装 置
　 ５ ２ 　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
　 ５ ３ 　 送 信 部
　 ５ ４ 　 制 御 部
　 ５ ４ ａ 　 選 択 制 御 部
　 ５ ４ ｂ 　 位 置 導 出 部
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　 ５ ４ ｃ 　 制 御 信 号 生 成 部
　 ５ ５ 　 発 振 器
　 ５ ６ 　 重 畳 回 路
　 ５ ７ 　 送 信 回 路
　 ５ ８ 　 送 信 ア ン テ ナ
　 ６ １ 　 受 信 部
　 ６ ２ 　 信 号 処 理 部
　 ６ ３ 　 受 信 ア ン テ ナ
　 ６ ４ 　 受 信 回 路
　 ６ ５ 　 制 御 部
　 ６ ７ 　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
　 ６ ８ ～ ７ ０ 　 変 位 機 構
　 ７ １ ～ ７ ３ 　 軟 性 チ ュ ー ブ 部 材
　 ７ ４ ～ ７ ６ 　 変 位 動 作 発 生 部
　 ７ ７ 　 制 御 部
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(18) JP 2006-26205 A 2006.2.2



フロントページの続き

(72)発明者  折原　達也
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  穂満　政敏
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  中土　一孝
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 4C038 CC03  CC08  CC09  CC10 
　　　　 　　  4C061 FF50  GG22 

(19) JP 2006-26205 A 2006.2.2



专利名称(译) 用于受试者内介绍的主体引入装置和系统

公开(公告)号 JP2006026205A 公开(公告)日 2006-02-02

申请号 JP2004211404 申请日 2004-07-20

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 本多武道
鈴島浩
藤森紀幸
折原達也
穂満政敏
中土一孝

发明人 本多 武道
鈴島 浩
藤森 紀幸
折原 達也
穂満 政敏
中土 一孝

IPC分类号 A61B1/00 A61B5/07

FI分类号 A61B1/00.320.B A61B5/07 A61B1/00.C A61B1/00.610 A61B1/015.512

F-TERM分类号 4C038/CC03 4C038/CC08 4C038/CC09 4C038/CC10 4C061/FF50 4C061/GG22 4C161/DD07 4C161
/FF15 4C161/FF16 4C161/FF17 4C161/FF50 4C161/GG22

代理人(译) 酒井宏明

其他公开文献 JP4445817B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：实现诸如胶囊内窥镜之类的被检体内导入装置，该被检体
内导入装置以能够充分获取被检体内的信息的速度在被检体内移动。 解
决方案：胶囊内窥镜设有吸力产生部20和软管构件34，其形状通过吸力
产生部20的作用而改变。 抽吸操作生成单元20具有相对于旋转轴35偏心
布置的凸轮构件36和向凸轮构件36提供旋转扭矩的驱动机构37。 结果，
挠性管构件34的形状改变以进行蠕动。 挠性管构件34的两端连接至形成
在外壳构件31中的吸入侧开口32和排出侧开口33，并且随着蠕动，外部
流体通过吸入侧开口32被吸入。 结果，胶囊型内窥镜被吸引到通路的内
壁，移动速度降低。 [选型图]图1
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